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韓国語
教育論講座
全４巻

◉韓国語教育と韓国語学の初めての総合的な講座

◉基本から最先端の研究まで幅広くカバー

◉日韓第一線の著者 約 70 名が集結

◉各巻約 700 ぺージの圧倒的なボリューム

第１回配本  第1巻【2007 年 5 月上旬発売】

体裁◉ A5 判ソフトカバー装　各巻 700 頁前後
予価◉ 4,500 〜 4,700 円（本体価格・税別）

編著◉ 野間 秀樹（のま・ひでき）

東京外国語大学大学院 教授
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2000 年．『韓国語　語彙と文法の相関構造』（韓国語による執筆）ソウル：太学社．

2002 年．『ぷち韓国語』朝日出版社．2004 年．『Viva! 中級韓国語』朝日出版社．

2004 年．『絶妙のハングル』日本放送出版協会．2007 年．

❖ 2005 年　大韓民国文化褒章 受章
❖ 2005 年度　NHK テレビ ハングル講座 監修

執筆予定者◉順不同・予告無く変更する可能性があります
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学），植村幸生（東京芸術大学），油谷幸利（同志社大学），後藤斉（東北大学），和田とも美（富

山大学），藤石貴代（新潟大学），中村麻結（姫路獨協大学），村田寛・熊木勉（福岡大学），高
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閔賢植・李賢熙（韓国・ソウル大学校），趙恒録（韓国・祥明大学校），鄭稀元・鄭熙昌（韓国・

国立国語院），高東昊（韓国・全北大学校），徐尚揆・韓栄均（韓国・延世大学校），中西恭子（韓

国・東国大学校），任栄哲（韓国・中央大学校），宇都木昭（イギリス・エディンバラ大学）
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韓国語教育論講座　【全４巻】　申込書
全4巻
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◉お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　◉お電話 ◉番線（書店様向）

１巻［　　］冊
２巻［　　］冊

◉ご住所　〒

３巻［　　］冊
４巻［　　］冊

◉ E-mail www.9640.jp



ことばを学び教える全ての人のために　『韓国語教育論講座』全 4 巻

第1巻 ...... 2007 年 4 月刊行【第 1 回配本】

総論・教育史・方言・音論・
表記論・語彙論・辞書論・造語論

『韓国語教育論講座』刊行にあたって
試論：ことばを学ぶ根拠はどこに在るのか
日本における韓国語教育の現在
日本における韓国語教育の歴史
韓国における韓国語教育の現在
国際韓国語教育学会の現在
朝鮮語母語話者による朝鮮語教育
日本語母語話者が教えるために
韓国と北朝鮮の言語差
韓国語の方言文法
慶尚道方言とソウル方言
音声学からの接近
音韻論からの接近
形態音韻論からの接近
音響音声学からの接近
プロソディからの接近
文字と発音の指導法
韓国語のローマ字表記法
正書法をめぐって
外来語表記法をめぐって
基礎学習語彙論：日本語話者のために
語彙教育法：動詞をめぐって
語彙教育法：形容詞をめぐって
語彙教育法：名詞をめぐって
語彙教育法：依存名詞をめぐって
漢字音教育法
コロケーションからの接近
朝鮮語辞典におけるカタカナ発音表記
同形異語をめぐって
造語論からの接近

第2巻 ...... 2007 年冬刊行予定【第 3 回配本】

文法論・談話論・言語行動論・
表現論・社会言語学・言語場論

文法論からの接近
学習文法項目論
日本の韓国語教育文法と韓国の学校文法
共和国の朝鮮語研究
文をめぐって
総合的な形と分析的な形
用言の活用を教えるために
用言の接続形と副詞節を教えるために
格をめぐって
とりたてを教えるために
アスペクトをめぐって
テンスをめぐって
ヴォイスをめぐって
モダリティとムードをめぐって
用言の連体形と連体節をめぐって
文法的な誤用からの接近
談話論からの接近
待遇法と敬語からの接近
スピーチレベルシフトをめぐって
言語行動論からの接近
文学テクストからの接近
漢文的要素をめぐって
表現様相論をめぐって
表現様相論からの接近：日本語の名詞構造と韓
　　国語の動詞構造
表現様相論からの接近：過去はいかに表わされるか
新聞に現れたオノマトペ
社会言語学からの接近
批判的社会言語学からの接近
民族語教育からの接近
名前と呼びかけをめぐって：言語場における固有
　　名詞と代名詞
言語場論からの接近
言語場論からの接近：日本語から見た韓国語

第3巻 ...... 2008 年春刊行予定【第 4 回配本】

対照言語学・類型論・言語史
教授法・教材論・教材基礎論
シラバス論・評価論

対照言語学からの接近
対照言語学からの接近：結果表現をめぐって
類型論からの接近
類型論から韓国語を見る
日本語学の視点
韓国語史からの接近：古代語
韓国語史からの接近：中期語
韓国語史からの接近：近世語
韓国語 現代語＝古語小辞典
韓国語音韻史
韓国語アクセント論
韓国語文法史：引用構文を求めて
韓国語史資料概説
言語教授法概観
読むことをめぐって
書くことをめぐって
聞くことをめぐって
話すことをめぐって
教室の技法
授業のためのチェックリスト
日本における韓国語教材の歴史
古教材からの接近
教科書からの接近
教材論：いかに作り，いかに選ぶか
コンピュータからの接近
放送教材からの接近

〈話されたことば〉を扱うために
〈書かれたことば〉を扱うために
計量言語学からの接近
コーパス言語学からの接近
シラバス論：大学教育から
シラバス論：高校教育から
テスト作成法
能力試験・検定試験論

第4巻 ...... 2007 年夏刊行予定【第 2 回配本】

文化教育論・翻訳論・文献解題

文化からの接近
文学からの接近：古典文学史
文学からの接近：古典随筆文学の系譜
文学からの接近：近現代文学史
文学からの接近：小説，何を読むか
文学からの接近：詩，何を読むか
文学からの接近：短詩型文芸を読む－時調
文学からの接近：流行文学をめぐって
文学からの接近：韓国反体制文学の系譜
文学からの接近：近代文学と日本

『訓民正音』からの接近
映画からの接近
漫画からの接近
飲食からの接近
音楽からの接近：音楽と言語のあいだ
インターネットからの接近
歴史からの接近
韓国史年表
翻訳論からの接近
通訳論からの接近
韓国語学のための文献解題：現代語研究
韓国語学のための文献解題：歴史言語学
韓国近代文典史
韓国語文学のための文献解題
韓国語教育のための文献解題
言語学のための文献解題
音声学・音韻論のための文献解題
アルタイ言語学と環韓国語言語学のための文献解題
言語教育のための文献解題
あとがき

各巻に人名索引・事項索引付
目次等は予告なく変更する可能性があります

最新の情報は、著者の WEB サイトへ
http://www.tufs.ac.jp/ts/personal/
nomahideki/edu_top1.html


